
脂肪抑制併用segmented-TrueFISPによる門脈,肝静脈,胆管描出の試み

【目的】TrueFISPはSSFPを利用した撮像法で,そのコント

ラストは組織のT2/T1に依存しており,血液や水などの液

体が高信号に描出される。特に遅い流れの描出に適して

いるとされている。そこで今回,ファントムおよび健常ボ

ランティアを対象として,脂肪抑制併用segmented-

TrueFISPによる門脈,肝静脈,胆管描出の為の至適条件に

ついて基礎的検討を行った。

【方法】使用装置はSiemens社製Magnetom Symphony

(1.5T)で,対象は寒天とGd造影剤濃度を変化させて,肝臓

のT1,T2値に近似させた自家製ファントム,生理食塩水,オ

リーブオイルおよび健常ボランティア5名である。まず,

TrueFISPにて撮像条件(FA,segment数等)を変化させて

ファントムを撮像し,信号強度,脂肪抑制効果およびコン

トラスト比を比較した。続いて,ボランティアを対象とし

て撮像条件を変化させて撮像し, 信号強度およびコント

ラスト比を比較した。最後に今回求めた至適条件にてボ

ランティアおよび臨床例を撮像した。

【結果および考察】生食およびオリーブオイルの信号は

FAが大きい程高信号を呈した。肝臓ファントムはやや低

めのFAで最大値を示したが,肝臓ファントムと生食のコン

トラスト比はFAが大きい程高値となった。肝臓ファント

ムはsegment数が増加するほど信号が低下した。Segment

数が少ないと移行期画像になるためと考えられるが,生食

の信号がほぼ一定のため,コントラスト比はsegment数が

多いほど高値となった。脂肪信号はsegment数が少ないほ

ど抑制されたが,撮像時間を考慮すると肝臓の信号を越え

ないsegment数75程度までは使用可能と考えられた。ボラ

ンティアもファントムと同様FAおよびsegment数が大きい

程コントラスト比は高値となった。

【結語】TrueFISPによる門脈,肝静脈,胆管の描出には大

きなFAでより多くのsegment数での撮像が適しているが,

脂肪抑制効果を加味するとsegment数は75程度での使用が

適当であると考えられた。
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